



















and teph ro-stratiqraphies on the southern Yatsugatake volcanoes， 
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論文内容の要
八ヶ岳火山は本州中部長野・山梨向県にまたがり，地質学的にはフォッサマグナのほぼ中央部に位置す
る第四紀火山である。その南ー部に位置する，いくつかの成層火山からなる南八ヶ岳火山は山体深く侵食さ
れ，その内部構造が謡出し.溶岩や火砕岩の累重関係を解明するのに適した調査地となっている。この地
域では従米溶右等の累重関係から火山居序が編まれてきているが，山麓の第四系に挟在する火山灰層序と
の関係は充分に明らかにされていないc そこで山体を構成する溶岩等の火山噴出物の層序を明らかにする
ために，山麓の属序関係が明らかな火山灰層を山休に追跡して.火山灰層!予学的検討を行った。また，占
地磁気層序学的手法を用いて分布の異なる溶岩についての層序学的検討を行った。その結果，南八ヶ岳山
体の火山層序と山麓の火山以層序との層序関係が明らかになった。火山層序学的に!日1酉準ではあるが分合i
が異なる溶岩については，古地磁気学的研究によって，同様な古地磁気変動を捉えていることがわかり，
この点法が層序学的な裏付けに使える可能性を示した。また.山麓の河川|成~湖沼成堆積物中に挟在する
ガラス質火山以層を年代等がよく知られている広域火山!火層に対比することより，南八ヶ岳火山の主たる
活動は遅くとら350ka以前には始まり. 150kaには終息しており，その活動期間は200kaであったことが
明らかになった。また，ー山・地磁気変動の顕著な年代は火山灰層序学的研究に基づき，約300ka，約220-
2fiOKaのち，約180-150ka.60，.，80kaであると推定された。これらは古地磁気層序的特徴として，古地
磁気年代測定に寄与するものと考えられる。以上の結果は火山活動史に時間軸を設定する上で古地磁気層
序学的および火山灰層序学的研究が有効であることを示した。
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論文審査の結果の要旨
火山の多くは富士山のように見事なスロープを形成し.外からは内部の地質構造を伺い知ることは困難
したがって多くの場合は地表付近に分布する溶岩などの相互の層序関係から火山活動史が編まれ
ている。このことは，性火山としてのごく忌近の火山活動史を明らかにするのには好都合であるが，長期
にわたる火山活動史を復元することはできなL、e 著者が研究対象とした八ヶ岳は，そのスロープが深く侵
食され，火山体内部が観察できる好条件をもっ火山である。しかも. この火山山麓には属序のはっきりし
た湖沼~河川成の第州系が広く分布することから， これらの堆積物層序と火山体を構成する噴出物を対比
することによって，長期の火山活動史が年代~!由にそって復元される。山麓の第四系についてはすでに八ヶ
-1~~-
である。
岳団体研究グループ (1988)で詳細な層序が編まれているので，著者はまずこの山麓の第四系のなかに挟
れする八ヶ岳火山噴出物を山休に追跡することからはじめた。
山体に分布する溶岩等の相1iの上下関係から河内(1974，1977など)は火山層序を明らかにしているが，
相可.に離れた溶岩類などの対比にはかなり無理があった。著書の追跡により，山体の!語序は地質問として
表現され.火山活動史は山麓の第四系の層l争のなかに位置付けられた。さらに.著者は山麓の第四系中に
挟在する広域火山灰を同定し， これらを琵琶湖湖底堆積物などに挟在する年代の確定している広域火lr灰
と対比し山麓の第四系層序に詳しい年代を付与した。そのことは山体の火山活動史に精度の高い年代軸
を付けることになる。それによれば， I有八ヶ岳の火山活動は中期更新世の半ば0.35-0.18:Vlaをステージ
1期として主成層火山の形成， 0.18-0.15MaをステージHとして火山麓扇状地の形成が行なわれたこ
とになるの
また，相互に離れた溶岩類の対比に古地磁気による対比がかなり有力な手法となることを示し山麓に
おける第四系古地磁気層序に対比することによって，火山灰層序学的対比の補助的な万法になり得ること
を明らかにした。
火山噴火予知には短期間の火山活動史だけでなく，数十万年単位の全火山活動史のなかでどの位置にあ
るのかを知ることが重要である。このように本論文は第四紀層序学の分野での発展に寄与する成果を得て
おり，博士(理学)の学位を授与するに値するものと審査した。
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